
                           

 

 

                            

 
出穂の時期は平年並の予想。茎数が多く、籾数過剰が心配

される圃場では、登熟歩合を高めるための管理を実践！  
7 月 10 日現在の生育は、草丈が短く、茎数が多く、葉色が淡い傾向です。 

幼穂発育調査等から出穂は平年並と見込まれ、「はえぬき」「雪若丸」の出穂は  

８月３日頃、「つや姫」の出穂は８月８日頃と予想されます。 

また、７月２日に斑点米カメムシ類注意報が発出されました。畦畔や農道の草刈

りを徹底して、生息密度を下げ、適期防除で被害ゼロを目指しましょう。 
 

生育状況（７月 10 日現在、西置賜農業技術普及課生育診断圃） 
 

平坦部「はえぬき」の生育      「つや姫」の生育 

 

 

 

 

 

 

「雪若丸」の生育 
 
 

気 温：７/11～７/17：高い 

                              ７/18～７/24：高い 

                              7/25～８/7 ：並み～高い 

                                             降水量：平年並みの見込み 

                         日照時間：平年並みの見込み                             
 

茎数が多く、籾数過剰による品質低下(充実度不足)や収量低下(千粒重低下による 

屑米増加)のリスクが高まっています。生育に応じた穂肥量の診断や登熟を高める

水管理を徹底しましょう。 

ケイ酸施用は良いことずくめ！ 
  

ケイ酸は、光合成促進や根の伸長促進、窒素吸収量を増加させる等の効果がある

ため、高温の影響を軽減することが期待できます。一方で、高温時はケイ酸の吸収

が低下しやすく、高温ストレスの増大は玄米の品質が低下する要因となります。 

水口施用の資材等を積極的に活用して、暑さに負けない稲を作りましょう。 
  

「 積極的なケイ酸施用でこれからの高温に備えましょう！ 」 

 

１か月予報（７月９日 仙台管区気象台発表） 

西おきたま 米づくり情報 No.９  
令 和 ８ 年 ７ 月 1３ 日 

やまがた温暖化対応米づくり日本一運動置賜地域本部

西置賜農業技術普及課 

 

調査値 平年比・差

草丈（ｃｍ） 60.1 99 並

茎数（本/㎡） 695 113 多い

葉数（枚） 11.5 +0.4 やや多

葉色（SPAD） 44.2 -0.1 並

項目
飯豊町 概況

（平年値との比
較） 調査値 平年比・差

草丈（ｃｍ） 60.1 91 短い

茎数（本/㎡） 581 101 並

葉数（枚） 10.8 ±0 並

葉色（SPAD） 38.0 -2.6 淡い

項目
飯豊町 概況

（平年値との比
較）

調査値 指標比・差

草丈（ｃｍ） 53.3 86 短い

茎数（本/㎡） 778 106 多い

葉数（枚） 12.0 +0.4 やや多

葉色（SPAD） 44.4 -0.8 やや淡

項目
飯豊町 概況

（指標値との比
較）



中干し終了後～出穂までは「飽水管理」「間断かん水」を徹底し、根の活力維持！ 

○中干し終了直後は、飽水管理（土壌表面の足跡に水が残る程度）とし、徐々に間
断かん水（2 日湛水・2 日落水）に切り替え、根の活力を維持します。 

〇中干しが十分ではないほ場では、間断かん水の落水期間をやや長めにしましょう。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎水のためっぱなしは致命傷！土壌の還元が進み根へのダメージ！ 
  

◎水管理を効率的かつ容易にするため、作溝は必ず実施しましょう！ 
    
いもち病に注意！  
 
○「葉いもち」の発生に要注意！感染好適日が続いています。 

早期発見・早期防除を徹底しましょう。                        

○「穂いもち」対策の粒剤は出穂２０～１０日前に施用しましょう。 
 
 

斑点米カメムシ類 注意報発令！ 発生量「多い」！ 
○地域全体で斑点米カメムシ類の密度を減らす

ことが重要です。 

○７月２０日頃まで畦畔・農道、雑草地の除草  

（草刈）を地域ぐるみでしっかり行いましょう。 

○水田内のイヌホタルイやノビエは、アカスジ 

カスミカメの発生源になります。残草対策を 

徹底しましょう。 

※除草剤の使用基準を確認し、使用しましょう。 
 
 

  
 
 

 

山形県農薬危害防止運動実施中！～農薬を使用する際は使用基準を再確認！その都度記帳！～ 

農作業事故・熱中症に注意！ 

アカヒゲホソミドリカスミカメ   アカスジカスミカメ 

葉いもちの病斑 

 

 

水深 1～2cm に入水 田面マイナス 1～2cm 程度に減水 

くり返す 

【飽水管理のイメージ】 

地表（田面）に水がないが、くぼみに
は溜まっていて、土壌が常に湿潤状態
に保たれている 


